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〈今治歴史散歩〉

第
十
七
回

　
大
島
石
採
石
業
の
身
近
な
ル
ー
ツ

　

瀬
戸
内
海
の
原
風
景
と
い
え
ば
白
砂
青
松
の
海
岸
で
す
が
、

こ
の
白
砂
は
花
崗
岩
が
風
化
し
た
粒
子
で
す
。
花
崗
岩
は
地

球
の
マ
グ
マ
が
約
百
万
年
か
け
て
冷
え
た
岩
石
で
、
芸
予
諸

島
に
も
岩
体
が
多
く
分
布
し
、
大
島
石
も
そ
の
一
つ
で
す
。

花
崗
岩
は
〝
御み

影か
げ

石い
し

〟
と
も
称
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
か
つ

て
神
戸
市
御
影
地
区
で
良
質
の
花
崗
岩
（
本ほ
ん

御
影
石
）
が
採

れ
た
こ
と
か
ら
、そ
の
名
称
が
花
崗
岩
を
指
す
代
名
詞
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

　

で
は
、
大
島
で
採
れ
る
花
崗
岩
が
す
べ
て
大
島
石
な
の
で

し
ょ
う
か
。
岩
体
は
、
念
仏
山
か
ら
カ
レ
イ
山
に
か
け
て
の

●
大
島
石
の
特
長
を
知
る

東
西
南
北
二
〜
五
㎞
の
範
囲
に
限
ら
れ
、
こ
こ
で
現
在
三
〇

ほ
ど
の
丁ち
ょ
う
ば場

（
採
石
場
）
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、

船
の
積
み
出
し
に
便
利
な
海
岸
付
近
に
も
丁
場
が
あ
り
ま
し

た
が
、
採
石
技
術
の
発
達
や
運
搬
経
路
の
整
備
な
ど
で
、
よ

り
よ
い
石
を
求
め
て
山
の
中
腹
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

一
般
に
石
材
の
品
質
は
、
吸
水
性
の
低
さ
と
圧
縮
強
度
の

大
き
さ
で
評
価
さ
れ
ま
す
が
、
鉱
物
に
す
き
間
が
少
な
く
て

水
を
通
し
に
く
く
、
風
化
に
強
く
て
硬
い
大
島
石
は
、
そ
の

条
件
を
ほ
ぼ
備
え
て
い
ま
す
。
よ
く
似
た
石
材
も
あ
り
ま
す

が
、
水
を
濡
ら
す
と
一
目
瞭
然
で
、
青
み
が
か
っ
た
美
し
い

光
沢
を
放
つ
の
が
大
島
石
で
す
。
こ
の
た
め
、
タ
イ
ル
普
及

以
前
は
、
風
呂
屋
の
築
造
石
と
し
て
の
需
要
も
高
く
、
道
後

温
泉
本
館
・
神
の
湯
の
浴
槽
（
明
治
二
十
七
年
）
に
も
使
用

さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
四
月
末
、
愛
媛
県
内
の
資

産
家
四
名
ら
に
よ
っ
て
、
大
島
石
と
大
三
島
の
バ
ラ
ス
の
販

売
な
ど
を
目
的
と
す
る
、
資
本
金
五
万
円
の
伊い

豫よ

興
業
合
資

●
大
島
に
お
け
る
近
代
採
石
業
の
嚆こ
う

矢し

大
　
成
　
経
　
凡

　

今
治
の
埋
も
れ
た
、
魅
力
あ
る
歴
史
文
化

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
第
十
七
回
は
、

高
品
質
の
花か

崗こ
う

岩が
ん

で
知
ら
れ
る
大
島
石
の
特

長
と
歴
史
を
紹
介
し
、
そ
の
採
石
業
に
ま
つ

わ
る
近
代
の
秘
話
を
歴
史
散
歩
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

伊豫興業会社の大島石材広告
（海南新聞／明治29年６月10日）

念仏山中腹からの丁場景観
�しまなみアートキャニオン�
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明
治
三
十
年
代
以
降
、
地
元
紙
の
海
南
新
聞
に
大
島
石
の

掲
載
記
事
が
増
え
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
、「
大

島
宮
窪
及
び
余
所
国
の
石
材
は
岡
山
県
北き
た

木ぎ

、
山
口
県
徳
山

と
共
に
関
西
三
大
石
山
を
以
て
並
び
称
せ
ら
る
ゝ
も
の
な
る

が
材
料
豊
富
、品
質
艶え
ん

麗れ
い

な
る
は
大
島
石
の
特
長
な
り
と
云
ふ
」

（
同
三
十
一
年
四
月
六
日
）
や
「（
宮
窪
村
の
）
特
産
物
は
石

材
に
し
て
其
質
良
好
販
路
は
東
京
々
坂
其
他
一
般
に
し
て
一
ヶ

年
の
収
得
金
五
万
円
以
上
に
達
す
べ
し
」（
同
三
十
七
年
八

月
十
一
日
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
品

質
の
高
さ
を
謳う
た

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

明
治
三
十
九
年
か
ら
は
、
日
吉
村
蔵
敷
（
現
、
今
治
市
蔵

敷
町
）
か
ら
宮
窪
村
へ
移
住
し
た
長
井
兼
太
郎
が
躍
動
を
見

せ
ま
す
。
も
と
も
と
長
井
は
、
木
原
と
提
携
し
て
大
島
石
の

販
売
に
従
事
し
て
お
り
、
新
た
に
波
止
場
を
整
備
し
て
船
積

み
の
便
を
図
り
ま
し
た（
と
も
に
明
治
三
年
生
ま
れ
）。
今
日
、

大
島
石
を
使
っ
た
歴
史
的
建
造
物
を
紹
介
す
る
際
、
長
井
家

納
入
記
録
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
彼
が
全
国

で
営
業
活
動
に
努
め
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
の
実
績
と
し
て
、
海
軍
省
・
赤
坂
離り
き
ゅ
う宮
・
東と

う

宮ぐ
う

御ご

所し
ょ

・

高こ
う

野や

山さ
ん

金こ
ん

剛ご
う

峯ぶ

寺じ

な
ど
へ
の
納
入
が
あ
り
、日
本
銀
行
本
店（
明

治
二
十
九
年
）
と
大
阪
心し
ん

斎さ
い

橋
（
同
四
十
二
年
）
が
そ
の
代

表
例
で
す
。
明
治
四
十
年
代
に
入
る
と
、
長
井
が
販
売
主
任

を
務
め
る
宮
窪
大
島
石
材
同
業
組
合
と
余
所
国
三
者
協
業
組

合
が
販
売
価
格
協
定
を
結
び
、
大
島
石
の
安
定
供
給
を
図
っ

て
い
ま
す
。
か
つ
て
清
酒
「
笹
の
井
」
の
醸
造
元
で
知
ら
れ

た
余
所
国
の
村
上
家
も
、
石
材
販
売
を
手
が
け
た
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。

●
大
島
石
材
業
の
父
、
長
井
兼け
ん

太た

郎ろ
う

会
社
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
同
社
は
本
店
を
松
山
市
千
船
町
に

お
き
、
支
店
を
出
資
者
の
一
人
・
木
原
正
博
の
自
宅
・
波
止

浜
村
高
部
に
、取
扱
所
を
丁
場
の
多
い
大
山
村
余よ

所そ

国く
に

（
現
、

今
治
市
宮
窪
町
余
所
国
）
に
お
い
て
い
ま
す
。

　

役
員
の
中
に
は
、
今
治
有
数
の
綿
ネ
ル
会
社
・
興
業
舎
の

一
族
で
元
衆
議
院
議
員
・
柳
瀬
春
次
郎
も
い
ま
し
た
。
す
で

に
知
名
度
の
あ
っ
た
大
島
石
は
、
工
業
勃ぼ
っ

興こ
う

の
時
流
に
乗
っ

て
将
来
が
有
望
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
現
場
で
指
揮

を
と
っ
た
の
は
木
原
で
、
現
地
の
石
山
を
譲
り
受
け
、
稼
業

に
必
要
な
敷
地
を
一
〇
年
契
約
で
借
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
石
材
運
搬
道
路
が
整
備
さ
れ
て
大
島
採
石
業
の

近
代
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
島
石
の
用
途
は
、
建
築
用
材
だ
け
で
な
く
、
墓
石
・
記

念
碑
・
護
岸
工
事
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
今
日
で
は
、

高
級
墓
石
の
原げ
ん

石せ
き

需
要
が
高
い
よ
う
で
す
。
た
だ
、
採
石
し

た
う
ち
の
一
割
程
度
し
か
製
品
化
さ
れ
ず
、
多
く
は
廃
石
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
ど
う
付
加
価
値
を
つ
け
る
の
か
が

課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
石
割
体
験
や
丁
場
見
学
を

取
り
入
れ
た
大
島
石
文
化
体
験
ツ
ア
ー
が
平
成
二
十
四
年
一

月
か
ら
始
ま
り
、
市
内
に
二
〇
基
所
在
す
る
重
要
文
化
財
の

中
世
石
塔
（
五
輪
塔
・
宝ほ
う

篋
き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

な
ど
）
に
も
注
目
が
集

ま
る
な
ど
、
花
崗
岩
の
魅
力
は
奥
が
深
い
よ
う
で
す
。

大島石製の『村上海賊の娘』記念碑
（今治市村上水軍博物館／池田英貴氏作）

大山村早川での石船の積み出し光景
（昭和初期／㈱越智久石材センター提供）


